
［研究科全体］教育研究上の目的、教育目標、３方針

人材養成、その他教育研究上の目的
農学研究科（前期・後期各課程包含） 【学則に掲載済みの内容】

生物産業学研究科（前期・後期各課程包含） 【学則に掲載済みの内容】

【博士前期課程】

教育目標

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

生物産業学研究科博士前期課程は、その教育目標を踏まえ、次のような者に修士の学位を授与する。すなわち、生物産業学を
基盤       専攻分野    ①確  知識 技術 有  者 ②研究者 教育者    専門家    能力 有  
者 ③論文 執筆 口頭発表 行 能力    多様 発信力 有  者 ③科学者    倫理 理解  社会 問題 目
 向  問題解決 取組 意欲 能力 意欲 有  者    研究科 定  所定単位 修得 博士前期課程    学位
論文評価基準 基  審査 合格          

(100文字程度)
本大学院生物産業学研究科 ，幅広 学問領域 知識 備 ，高度 専門知識 能力及 創造性豊  優  研究 開発能
力 持 人材 育成 目指 ，生物産業学 関  実学 精神 文理融合 教育体系 基  ，北方圏 地域性 活用  農
林水産 関  生物資源，         ，経営経済分野 教育 研究 行    目的    

生物産業学研究科 250文字 (200 300文字程度)

農学研究科博士前期課程は、その教育目標を踏まえ、次のような者に修士の学位を授与する。すなわち、農学を基盤としそれぞ
  専攻分野    ①確  知識 技術 有  者 ②研究者 教育者    専門家    能力 有  者 ③論文 
執筆 口頭発表 行 能力    多様 発信力 有  者 ③科学者    倫理 理解  社会 問題 目 向  問題
解決 取組 意欲 能力 意欲 有  者    研究科 定  所定単位 修得 博士前期課程    学位論文評価基
準に基づく審査に合格しなければならない。

生物産業学研究科 174文字 (200 300文字程度)
生物産業学研究科博士前期課程は、その人材養成目的を踏まえ、次のような者の養成を教育目標とする。①生物産業学を基
盤        専攻分野    確  知識 技術 有  者 ②研究者 専門家としての責任を自覚し、実学主義のもと問
題解決 取組 能力 意欲 有  者 ③適切                      能力   社会  発信力 有  
者。

(100文字程度)
本大学院農学研究科 ，国内外 農学諸分野             ，見識 実力，   健全 調和    人間性 有  
研究者及 高度専門技術者 人材育成 目指 ，実学主義教育   論理的思考力 問題解決能力 獲得及 向上 図 ，
生物資源，生命科学，環境科学，健康科学並  経営 経済分野 教育 研究 行    目的    

農学研究科 168文字 (200 300文字程度)
農学研究科博士前期課程は、その人材養成目的を踏まえ、次のような者の養成を教育目標とする。①農学を基盤とし、それぞれ
 専攻分野    確  知識 技術 有  者 ②研究者 専門家としての責任を自覚し、実学主義のもと問題解決に取組む
能力 意欲 有  者 ③適切                      能力   社会  発信力 有  者 

農学研究科 244文字 (200 300文字程度)



教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー）

入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）

【博士後期課程】

教育目標

生物産業学研究科博士前期課程  研究科各専攻 教育目標 踏   各専攻    共通  理解   学識 得   
 特論科目   基盤 築  選択科目   専門内容    深化        研究者 教育者    技術者   必要
                      能力 向上   実験科目   実験技術 修得  演習科目   知識 深    
  発表能力 問題解決能力 増強       修士論文 執筆     指導教員   密接 指導 下  問題 発見 
 研究計画 立案 実験 調査  研究 実施 綿密 議論 考察 文献探索   実践  専門性 高  論文 執筆 
発表等 体得        生物産業学     高度 研究者 専門家    総合力 確立            配置 
る。

生物産業学研究科 206文字 (200 300文字程度)

生物産業学研究科 160文字 (200 300文字程度)
生物産業学研究科博士後期課程は、人材養成目的を踏まえ、次のような者の育成を教育目標とする。①生物産業学への深い
理解 基        専攻分野    高度 知識 技術 有  者 ②研究者 教育者    専門家   独立  活
躍   能力 有  者 ③豊  見識 学識   国際的        活躍   能力 有  者 

生物産業学研究科 347文字

341文字 (250 350文字程度)
農学研究科博士前期課程  研究科各専攻 教育目標 踏   各専攻    共通  理解   学識 得    特論
科目により基盤を築き、選択科目により専門内容をさらに深化させ、あるいは、研究者、教育者あるいは技術者として必要なプレ
                   能力 向上   実験科目   実験技術 修得  演習科目   知識 深      発
表能力 問題解決能力 増強       修士論文 執筆     指導教員   密接 指導 下  問題 発見  研
究計画 立案 実験 調査  研究 実施 綿密 議論 考察 文献探索   実践  専門性 高  論文 執筆 発表
等 体得        農学     高度 研究者 専門家    総合力 確立            配置   

農学研究科博士後期課程  人材養成目的 踏   次    者 育成 教育目標    ①農学  深 理解 基   
     専攻分野    高度 知識 技術 有  者 ②研究者 教育者    専門家   独立  活躍   能力 
有  者 ③豊  見識 学識   国際的        活躍   能力 有  者 

農学研究科 200文字 (200 300文字程度)
農学研究科博士前期課程  教育目標 踏   次    者 受 入  行  ①農学 当該専攻分野    四年制大
学修了程度 学力 有  者 ②国内外    科学 技術 理解     語学力 有  者 ③豊  学  人間関係 
構築 可能            能力 有  者 ④当該専攻分野 対  強 関心 研究者    専門家   社会 貢
献      明確 問題意識 学修 対  強 意欲 有  者 

生物産業学研究科博士前期課程  教育目標 踏   次    者 受 入  行  ①生物産業学 当該専攻分野  
  四年制大学修了程度 学力 有  者 ②国内外    科学 技術 理解     語学力 有  者 ③豊  学 
 人間関係 構築 可能            能力 有  者 ④当該専攻分野 対  強 関心 研究者    専門家 
  社会 貢献      明確 問題意識 学修 対  強 意欲 有  者 

農学研究科 154文字 (200 300文字程度)

(250 350文字程度)

農学研究科



学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー）

入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）

生物産業学研究科 228文字 (200 300文字程度)
生物産業学研究科博士後期課程  教育目標 踏   次    者 受 入  行  ①生物産業学 当該専攻    
大学院博士前期課程修了程度 学力 有  者 ②国内外    科学 技術 理解  成果 発信   複数言語 語学
力 有  者 ③研究者    高度 専門家   活躍   人間関係 構築 可能            能力 有  者 
④研究者 教育者    高度 専門家   国際的 社会 貢献      広 視野 明確 問題意識 強 意欲 有 
る者。

生物産業学研究科 291文字 (200 300文字程度)
生物産業学研究科博士後期課程  教育目標 踏   次    者 博士 学位授与 行  生物産業学 対  深 理
解 上  ①     専攻分野    高 専門性 保証  国際的      高度 知識 技術 有  者 ②協調性
 持     独立   研究 教育    専門家    業務 遂行  能力 有  者 ③多様          能力 
有  国際的 活躍   能力 有  者 ④科学者    倫理 理解    専門性 基   社会  責任 果     
 者    生物産業学研究科 定  所定単位 修得 博士後期課程    学位論文評価基準 基  審査 合格  
ければならない。

生物産業学研究科 215文字 (250 350文字程度)

農学研究科博士後期課程  教育目標 踏   次    者 博士 学位授与 行  農学 対  深 理解 上  ① 
    専攻分野    高 専門性 保証  国際的      高度 知識 技術 有  者 ②協調性 持     独
立   研究 教育    専門家    業務 遂行  能力 有  者 ③多様          能力 有  国際的 活
躍   能力 有  者 ④科学者    倫理 理解    専門性 基   社会  責任 果      者    農学
研究科 定  所定単位 修得 博士後期課程    学位論文評価基準 基  審査 合格          

農学研究科 222文字 (200 300文字程度)
農学研究科博士後期課程  教育目標 踏   次    者 受 入  行  ①農学 当該専攻    大学院博士前
期課程修了程度 学力 有  者 ②国内外    科学 技術 理解  成果 発信   複数言語 語学力 有  者 
③研究者    高度 専門家   活躍   人間関係 構築 可能            能力 有  者 ④研究者 教
育者    高度 専門家   国際的 社会 貢献      広 視野 明確 問題意識 強 意欲 有  者 

農学研究科 282文字 (200 300文字程度)

研究 通   教育 重視  研究 全行程 通  専門分野  学識 深           能力 増強  博士論文 執
筆     指導教員   密接 指導 下  問題 発見  研究計画 立案 実験 調査  研究 実施 綿密 議論 
考察 文献探索   実践  各自 専門性 確立  論文 執筆 発表等 体得        生物産業学     高度
な研究者 専門家    総合力 確立         編成       教育 実施   

農学研究科 212文字 (250 350文字程度)
研究 通   教育 重視  研究 全行程 通  専門分野  学識 深           能力 増強  博士論文 執
筆     指導教員   密接 指導 下  問題 発見  研究計画 立案 実験 調査  研究 実施 綿密 議論 
考察 文献探索   実践  各自 専門性 確立  論文 執筆 発表等 体得        農学     高度 研究
者 専門家    総合力 確立         編成       教育 実施   



[専攻単位] 人材養成、その他教育研究上の目的

人材養成、その他教育研究上の目的

農学

 農学専攻  環境 保全 保護 図    安全 高品質 農作物 安定的 生産 流通   技
術 確立 目指  実学的 視点 踏    農作物      関  微生物 昆虫類 関  専
門的 学理 教育研究  卓越  発想 問題解決能力 強 使命感 持 教育者 研究者 高度
な専門的技術者などの人材の養成を目的とする。

畜産

畜産学専攻は、環境保全を考慮した広範囲な畜産学について生態から分子までのさまざまなレベルで
生命科学領域 生産科学領域   教育   研究 実践  畜産関連     専門 学際分野 
常 時代 要請 応  活躍  高度 知識 技術 併 持 人材 養成 目的    

セラピー

バイオセラピー学専攻は、自然環境の保全と保護が人の生活と調和することを目指す「環境農学」と人
 生活 質 心身 健康 向上 改善 目指  福祉農学  探求  豊  感性 問題解決能力 
備  高度 専門知識 技術 習得 研究  自然科学 人文科学 融合   新  学際領域 普
及発展させることのできる人材の養成を目的とする。

バイオ

        専攻  生命科学 基盤 最先端知識 技術 駆使   創造的 独創的 教育研究
 推進  研究内容 自在 発信 討論   能力 養成         人類 生活向上 導   
に、優れた人間性を有し国内外の研究・産業の発展に貢献する人材の養成を目的とする。

農化

 農芸化学専攻  実学主義 理念 基  人類 生活 関  課題 食料 環境 健康 観点  
農芸化学的アプローチにより解決することを研究目的としている。これら研究課題に対して基礎・応用の両
面  研究遂行能力 修得   教育研究体制 下 科学的解析能力 論理的展開能力 備  人
材の養成を目的とする。

醸造

 醸造学専攻    国独自 醸造技術 発酵食品 科学的探求及 次世代 担 微生物利用産
業 発展 寄与  人材 輩出 理念   醸造業       微生物利用産業 関  基礎科学
知識 精通 微生物学 化学 生物工学 関  研究能力 有  人材並  発酵技術 習熟 微
生物利用産業 発展 支  研究者 高度専門職業人   人材 養成 目的    

食栄

 食品栄養学専攻  食品 開発 安全性確保 医療    食事療法   専門的 研究 行  
   食品学   栄養学領域    豊富 専門知識 技術 研究能力 持  研究 産業発展 
指導的立場 担  高度 専門家   人材 養成 目的    

林学

 林学専攻  地域  地球的規模    森林 林業 林産業 農山村 関  高度 知識 理解
力  森林 資源生産的機能 環境保全的機能 関  総合的 高度 研究能力 管理能力 持
  森林 保全   多面的機能 高度利用 生物多様性 保全 循環型社会 形成 貢献   
人材の養成を目的とする。

農工

 農業工学専攻  環境 配慮  地域資源 有効利用 循環型社会 構築 理念       技
術的 具現     農業土木   農業機械分野 学問 基軸   実践的 教育研究 行  現
場  高度 技術開発 問題解決 学術的 研究 両立   能力 持  人材 養成 目的  
る。



人材養成、その他教育研究上の目的

造園

造園学専攻は、庭園・公園などの基本的造園空間に加え、都市から自然地域までの快適環境を実現
     計画     思想 技術力 環境 構成  植物       生物資源 景観計画 建設
技術 関  知識 応用能力 高  教育研究活動 通   豊  地域社会 社会資本 形成 貢
献する人材の養成を目的とする。

開発

 国際農業開発学専攻  農学 自然科学   社会科学    広範 学問領域 統合  総合
的      実践的 国際的 視野 立  教育   研究 行        農業開発   国際
協力   分野    国際社会 発展 貢献   高度 専門家 研究者 養成 目的    

農経

 農業経済学専攻  農業及 食料 環境 諸分野     経済 経営 社会 地理 歴史等 社
会科学 多面的 知識    変化  社会 経済情勢 的確 対応    分析能力 論理的思考
能力 有  研究者   高度専門技術者 養成 目的    

ビジネス

 国際       学専攻  食 農 環境              生産 加工 流通   関  
経営組織体（       ） 関  実践的 教育研究 行  高度 専門知識   国際教養 
倫理 言語能力 人間力 備  専門家   国内外         持続的発展 貢献  人材 
養成を目的する。

共生

環境共生学専攻は、博士後期課程のみを設置し、人類をはじめとする全ての生物が、地球環境の中で
均衡のとれた持続可能な共生関係を維持するための研究を推進する。自然科学、社会科学および人文
科学 融合  総合科学分野  研究 行  環境共生 関  総合的 複合的 視野   高度 
研究能力 有  人材 養成 目的    

生物生産

 生物生産学専攻  農学 林学 畜産学 自然生態学      加 生物多様性 保全 含  
生物生産 係  資源開発,環境共生等    高度 研究 教育     理念 基 資源利用 
開発、エコロジー、バイオテクノロジー等の観点から様々な課題を取り上げ、その専門性の高い指導的役
割を果たせる人材の養成を目的とする。

アクアバイ
オ

アクアバイオ学専攻は、オホーツク海や沿岸海跡湖における水産資源の持続的供給を可能にする海洋
生態系や環境の保全を実践できる人材の育成を目標とし、旧来の水産学や環境学にはない氷結する海
域 焦点         水産生物学      水圏環境学 柱   知識 技術 身    専門
性の高い指導的役割を果たせる人材の養成を目的とする。

食品香粧

 食品香粧学専攻  食品 香粧品 製造 品質管理    化学的視野   研究 行    食
品 香粧品 機能    分子生物学 化学的手法 用  研究       通  資源利用 製
品開発   保蔵 安全管理 機能解析   食生活 健康推進 関  分野 活躍   高度 研
究能力 備  人材 養成 目的    

産業経営

 産業経営学専攻  地域生物産業 発展 支  経営学 経済学 理論 先端的手法 修得  
社会科学的分野から、地域資源を活用して多様な発展を遂げつつある地域生物産業を担う企業の持
続的発展 問題解決 寄与  実学 基  研究活動 行  産業経営学 研究者 高度 専門職
業人、経営コンサルタント等の人材の養成を目的とする。

生物産業

生物産業学専攻は、博士後期課程として、前期課程に配された「生物生産学専攻」「アクアバイオ学
専攻  食品香粧学専攻  産業経営学専攻  ４専攻 統合  文理融合型 専門教育体系 敷 
    本専攻  生態系 保全 農水産 加工開発 経営流通      側面 深 掘 下  
  包括的 観点  生物産業 実践的 学術理論 技能 身 付  指導的人材 養成 目的 
する。



[専攻単位] 教育目標
教育目標
【博士前期課程】

農学
農学専攻では、作物または園芸作物の生産、育種、バイオテクノロジー、ポストハーベストおよび農作物に関わ
 微生物 昆虫類 関  専門的 学識 研究能力 修得  発想 問題解決能力 備  人材 育成
を教育目標とする。

畜産
畜産学専攻では、動物生命科学、動物生産科学を基礎とした畜産における諸問題の解決手法ならびに畜
産物 利用  食品加工技術 修得       修得  知識 技術 活用   人材 育成 教育目
標とする。

セラピー
バイオセラピー学専攻では、人と生き物が健全に共生できる環境と生き物を活用した人間生活の質の向上を
実現     確  専門的知識 研究能力 修得  広 社会 希求   人材 育成 教育目標  
る。

バイオ
        専攻   最先端知識 技術 活用   創造的 独創的 研究 邁進  研究内容 自
在 発信 討論        産業 教育 発展 広 寄与  人材 育成 教育目標    

農化
農芸化学専攻   生産環境化学 植物生産化学 微生物学 食料資源理化学 生物制御化学 栄養
生化学 各専門領域    確  知識 技術 修得  研究課題 論理的 解決   人材 育成 
教育目標とする。

醸造
醸造学専攻   醸造業       微生物産業 関  基礎的 知識及 微生物学 化学   生
物工学 基盤   研究能力 有  人材 育成 教育目標    

食栄
食品栄養学専攻   食品学 栄養学   専門領域    確  知識 研究能力 修得  問題設
定 解決能力 備  人材 育成 教育目標    

林学
林学専攻   森林 林業 林産業 農山村 関  専門領域    高度 知識 研究能力 管理能力
 修得  森林 保全   多面的機能 高度利用 目指  生物多様性 保全 循環型社会 形成 
関  問題設定 解決能力 備  人材 育成 教育目標    

農工
農業工学専攻   水 土地   食料資源 有効利用技術 開発  環境 創造 保全 考慮  工
学的生物生産技術 関  能力 持  優  問題解決力 持  実践的技術者 育成 教育目標  
る。

造園
造園学専攻は、本学が目指す実学主義、実学教育のもとに、造園学の視点から、「人間と自然との共存」を
基本   合理的 快適 土地空間 創造    保全  秩序         人材 育成 教育目標
とする。

開発
国際農業開発学専攻   自然科学   社会科学    広範 学問領域 統合  総合的    
     農業開発 国際協力     問題 解決 図    論理的思考力 実践力      異  
文化や習慣を尊重した活動を展開できる人材の育成を教育目標とする。

農経
農業経済学専攻   社会科学 専門領域    知識 研究能力 修得  食料問題 農業問題 環
境問題等、変化する社会・経済情勢に的確に対応できる人材の育成を教育目標とする。

ビジネス
国際       学専攻   食 農 環境     関  専門知識  倫理 言語能力 国際教養 身
        専門家 養成 目指  研究能力 発表能力   人間力   実践的 総合的 能力
を有する人材の育成を教育目標とする。

生物生産
生物生産学専攻   植物資源生産学 動物資源生産学 専門領域    確  知識 研究能力 
修得し、さらにそれをもって植物、動物を合わせた総合的な生物生産に係る課題を高次な観点から考察、探
究   能力 備  人材 育成 教育目標    

アクアバイオ
      学専攻        海域 水産資源 持続的 利用     水産生物学 水圏環境学 
関  高度 学識 研究手法 修得  問題設定 解決能力 備  者 育成 教育目標    

食品香粧
食品香粧学専攻   食品 香粧品 製造 機能性 安全性  食 健康 関  学問領域    確 
 知識 研究能力 修得       分野    問題設定 問題解決 能力 備  者 育成 教育
目標とする。



産業経営
産業経営学専攻では、地域の生物産業や企業の持続的発展を支える問題解決型の経営学・経済学に精
通した、地域にこだわりグローバルに活躍できる専門職業人、コンサルタントや研究者の育成を教育目標とす
る。

教育目標
【博士後期課程】

農学
農学専攻では、作物または園芸作物の生産、育種、バイオテクノロジー、ポストハーベストおよび農作物に関わ
 微生物 昆虫類 関  専門的 学識 身    専門分野 有能 研究者 高度 専門技術者 
育成を教育目標とする。

畜産
畜産学専攻では、動物生命科学、動物生産科学を基礎とした畜産現場における諸問題の解決手法ならび
 畜産物 利用  食品加工技術 関  該博 専門的知識 有   創造力 富  研究者 高度専
門職業人の育成を教育目標とする。

セラピー
バイオセラピー学専攻では、人と生き物が健全に共生できる環境と生き物を活用した人間生活の質の向上を
実現     高度 専門的知識 研究能力 修得  国際的 活躍   研究者 高度専門職業人 
育成を教育目標とする。

バイオ
バイオサイエンス専攻では、博士前期課程の学位授与基準を満たした上で、さらに国際的な研究活動も重視
  大学教員    関連産業 研究機関 行政機関等     研究 開発 行政     的存在   
人材の育成を教育目標とする。

農化
農芸化学専攻   生産環境化学 植物生産化学 微生物学 食料資源理化学 生物制御化学 栄養
生化学   高度 知識 研究能力 修得          発揮 世界 通用  人材 育成 教育目
標とする。

醸造
醸造学専攻   微生物 駆使  発酵技術 習熟  次世代 微生物利用産業 発展 支  研究者
 高度専門職業人   得 人材 育成 教育目標    

食栄
食品栄養学専攻   食品学 栄養学   専門領域    高度 知識 創造的 研究能力 修得
  問題設定 解決能力   問題解決 向           備  人材 育成 教育目標    

林学

林学専攻   森林環境保全学 森林資源生産学 森林資源利用学 森林文化情報学   専門領域
    高度 知識 創造的 研究能力 修得  生物多様性 保全 循環型社会 形成 関  問題
設定 解決能力   問題解決 向           備  人材 育成 教育目標    

農工
農業工学専攻   水 土地   食料資源 有効利用技術 開発  環境 創造 保全 考慮  工
学的生物生産技術 関  高度 能力 持  課題抽出能力 課題分析能力 課題解決     企画
力 有  優  研究者 上級技術者 育成 教育目標    

造園
造園学専攻  造園学 視点    人間 自然  共存  基本   合理的 快適 土地空間 創造 
   保全  秩序         高度 知識 技術 持 優  研究者 育成 教育目標    

開発
国際農業開発学専攻   高度 専門知識 踏   課題 設定 研究 企画遂行  人材     国
内外 農業開発並  国際協力分野         持  活躍   人材 育成 教育目標    

農経
農業経済学専攻   社会科学 専門領域    高度 知識 論理的 研究能力 修得  食料問
題・農業問題・環境問題等、変化する社会・経済情勢に的確に対応できるリーダーシップを備えた人材の育
成を教育目標とする。

ビジネス
国際       学専攻   食 農 環境     関  高度 専門知識  倫理 言語能力 国際教
養 身       専門家 養成 目指  自主的 研究計画立案 遂行 発表能力   人間力  
総合的 能力 備  人材 育成 教育目標    

共生
環境共生学専攻では、自然科学、社会科学および人文科学が融合した総合科学分野での学際的な研究
手法 修得 総合的 複合的 研究能力 有  人材 育成 目指      生物 持続可能 共生
関係を維持することの実現に資する人材の育成を教育目標とする。

生物産業
生物産業学専攻   農学 林学 水産学 環境共生 産業経営学    広範 学問領域 統合  
循環型生物産業 実現 対応   問題解決力 創造性 持     実践  力 備  人材 育成 
教育目標とする。



[専攻単位] 教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー）
教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー）
【博士前期課程】

農学

農学専攻では、作物または園芸作物の生産、育種、バイオテクノロジー、ポストハーベストおよび農作物に関わる微生物や昆虫類に
関する専門的な科目、そして、研究手法およびプレゼンテーションを学修できるカリキュラムを編成する。

畜産

畜産学専攻   必修科目 入学時 専修選考 連動     各自 修学   専修科目 座学 実験     1年次 
 修学 努    進路 応  関連科目 在学期間 自由選択   広 学修 可能          編成   

セラピー

バイオセラピー学専攻では、人と生き物が健全に共生できる環境および人間生活の質の向上を実現するための科目を配置し、基本
 応用 学    課題 取 組  問題解決 能力 身 付               編成   

バイオ

        専攻   各特論 生命科学分野 周辺科目 配置   最先端  専門知識 習得 行      独自 
学術論文  情報 得   成果発信能力 鍛錬         編成   

農化

農芸化学専攻では、従来の農芸化学分野の各専門科目に加え、生体機能化学、分子細胞生物学、環境科学、遺伝子工学の
専攻専門科目 配置  高度 知識 技術 体系的 学修          編成   

醸造
醸造学専攻   酒類生産学 発酵食品学 醸造微生物学 醸造環境科学 専門分野    科目 配置  確  知識 
研究手法を学修できるカリキュラムを編成する。

食栄
食品栄養学専攻   食品学 栄養学   専門領域    科目 配置  確  知識 研究手法 体系的 学修    
リキュラムを編成する。

林学
林学専攻   森林環境保全学 森林資源生産学 森林資源利用学 森林文化情報学   専門領域 関  科目 配置
  確  知識 研究手法 体系的 学修          編成   

農工

農業工学専攻   地域資源利用学 生産環境 計画学 施設工学 農業生産    工学    専門知識  研究   
論文作成手法 習得     科目 体系的 配置         編成   

造園

造園学専攻    造園 景観計画学   緑地 環境    学   造園植物資源学  3  専修分野    関連領域  
  確  学理 知識 技術 修学  都市 自然地域    快適環境        研究 応用    能力 高    
の科目を体系的に配置したカリキュラムを編成する。

開発

国際農業開発学専攻   農業開発 国際協力     問題 解決 図    自然   社会科学    専門領域 
科目を配置し、フィールド研究から先端科学技術の修得までを統合的に学ぶカリキュラムを編成する。

農経

農業経済学専攻   農業経済学 農政学 食料経済学 基幹科目   特論   特論演習 専門領域    特論 総
合演習 設置  知識 研究手法 体系的 習得                能力 問題解決能力 学修         
を編成する。

ビジネス

国際       学専攻   1年次  倫理 言語能力 国際教養 関  基礎科目   食 農 環境     関  専
門科目 配置  2年次  研究能力 発表能力   人間力   実践的  体系的 学修          編成   

生物生
産学

生物生産学専攻では、植物資源生産学専修、動物資源生産学専修それぞれに「専門柱科目・実験」と「選択科目」を配置する
     成果発信能力 鍛錬   共通科目  加   各専修     特化  専門教育 遺漏            編成
する。

アクアバイ
オ学

      学専攻   生物学 資源学 環境学等 専門領域    科目 配置  確  知識 研究手法 体系的 学
修できるカリキュラムを編成する。



食品香
粧

食品香粧学専攻では、農水産資源を有効に活用するための技術開発や新規素材の開発、および食品や香粧品の機能性や品
質管理 関  微生物機能 解明 生体物質 機能解析 理論教育 実験 主体          編成   

産業経
営学

産業経営学専攻   生物産業 持続的発展 支  経営学 経済学 関  理論    実践的 分析手法 修得  
 産業経営経済学専修  生物産業 持続的発展 支  企業経営 理論 方法 修得   地域企業      専修分
野」による教育研究を体系的に学修できるカリキュラムを編成する。

【博士後期課程】

農学
農学専攻   農学 関  専門的 学識 技術 用  研究 展開   研究者 高度 専門技術者 育成     専門 研究指
導者による教育を実施する。

畜産
畜産学専攻では、各専修における独自の実験等、研究・調査を積極的に進め、その成果の公表に努めるとともに後輩の指導にも取り組む中
での教育を実施する。

セラピー
       学専攻   研究教育活動 通   積極的 研究発表 論文投稿   進  能力 高  社会 求  高度 問題解
決能力 身 付               編成   

バイオ

        専攻   指導教授    博士論文 作成 行      国内外   講師        参加  最先端 知識 技
術 習得  自  研究 生      研究成果       学会発表 学術論文発表    研究者    能力 高          
キュラムを編成する。

農化
農芸化学専攻   専門領域    英語論文 作成 英語            能力修得    科目 配置  研究内容 国内外
 学会発表 学術論文    効果的 発信            編成   

醸造
醸造学専攻   酒類生産学 発酵食品学 醸造微生物学 醸造環境科学 専門分野    科目 配置  高度 専門知識 創造
的 研究能力    問題設定 解決    指導的能力 修得        教育 実施   

食栄
食品栄養学専攻   食品学 栄養学   専門領域    科目 配置  高度 知識 創造的 研究能力 体系的 学修   教
育を実施する。

林学
林学専攻   森林環境保全学 森林資源生産学 森林資源利用学 森林文化情報学   専門領域    科目 配置  高度 
知識 創造的 研究能力 体系的 学修          編成   

農工

農業工学専攻   農業土木工学    農業機械工学 専門的課題 自 解決   能力 獲得      抽出能力 分析能力 
企画能力 養    目的   教育 実施   

造園
造園学専攻では、「造園植物・植栽学」、「環境施設・機能学」、「環境資源・生態学」、「造園空間・計画学」の４つの専修分野における確
  学理 高度 知識 技術 研究手法 応用能力 学修   教育 実施   

開発
国際農業開発学専攻   国内外 農業開発 国際協力     問題 解決 図    必要 自然   社会科学        
ド研究から先端科学技術の修得までを統合的に学修できる教育を実施する。

農経

農業経済学専攻   農業経済学 農政学 食料経済学 領域    応用的科目 配置            調査及       
   能力 向上 資  科目 配置  専門的 能力 高            編成   

ビジネス

国際       学専攻   1年次  倫理 高度 言語能力 国際教養 関  科目   食 農 環境     関  専門科目
 配置  2年 ３年次  自主的 研究計画立案 遂行 発表能力   人間力   総合的 開発          編成   

共生

環境共生学専攻   生物学 化学 経済学 人文科学 基礎   総合科学分野 専門領域    総合的 複合的科目 配置  
環境共生 関  高度 知識 独創的 研究能力 体系的 学修          編成   

生物産業
学

生物産業学専攻   循環型 生物産業 開発管理 先端研究 可能   農林水産 環境 流通 専門分野    先端知識技術
 応用力 修得       適切            能力 養        編成   


